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はじめに
本論集『生存と共生一一人文学の現在』は、歴史学、言語学、異文化接触、美術など、人文学の様々
な分野の研究から、人文学の役割と現在の一端を示そうとするささやかな試みである。
最初に各論文の概要を紹介すると、巻頭論文であるアナトーリー・トプチェフ、ノレスタム・トプチェ
フ、コンスタンチン・トプチェフ著「リャピーニン兄弟一一19世紀末から 20世紀前半に活躍した大学
者と国家の活動家Jは、筆頭著者の 3人の大伯父の活動を論じた労作である。地理学者アナトーリー・
リャピーニン(1874-1941)は、政府機関であるペテノレブノレク地質学委員会のメンバーとなり、トウノレク
メニスタンやアノレタイ等で、鉄道や水力発電所建設のための調査を行った。西ヨーロッパへ研究出張を重
ねるなど、ソ連期にも海外との学術交流を続け、恐竜の発掘と研究でも国際的な知名度を得た。詩、小
説、児童文学を執筆する作家でもあり、教育にも携わったが、第2次世界大戦期のドイツ軍によるレニ
ングラード包囲の際に、国家から特別に与えられた脱出の権利を姪に与え、講義の最中に衰弱死した。
弟のワレリヤン・リャピーニン(1880幽1960)も兄の影響を受けて地理学者となり、地質学委員会に所
属してロシア全土の地質調査を行った。兄の死後、兄の仕事を引き継ぎ、古生物学の分野でも研究を進
めた。一方、コンスタンチン・リャピーニン(1877・1955)は、歯科、精神医学を学び、父亡き後の家計
を支え、帝政末期には県の役人として保健機関の創設を担当した。革命後は要職から追放されて船医と
なり、 1927年にニコライ・レーリヒ率いる中央アジア調査団に医師として同行した。レーリヒとの親交、
東洋哲学や神秘思想への関心を密告されて 1930年に収容所に送られ、 1947年に釈放された後は、名誉
回復されぬまま小児科医として故郷の医療に貢献した。本論文は、ソ連崩壊後にようやく閲覧可能とな
った各種文書の綿密な調査に基づいた研究であり、歴史に翻弄された研究者の人生を振り返ることで、
学問のあり方を再考するものである。
浜崎慎吾の「戦後日本における「ロシア民謡」の受容と変容一一訳詞はいかに作られるか一一一」は、
戦後の日本で受容された「ロシア民謡」の訳詩の研究を通じて、日本における社会主義思想に対する統
制、ロシア・ソ連への憧僚について分析した論文である。「ロシア民謡」の逐語訳と「歌うための歌調j
を対比した資料が附されている。
大塚萌の論文 rrなじみのないものJ の翻訳と誤訳に関する考察一一日本マンガ『ょっぱと!~のド
イツ語訳における「たい焼きJ は、日本マンガのドイツ語訳に際して、 ドイツ語版読者にとってなじ
みのないものを翻訳する際の方法に注目して分析を行った研究であり、翻訳における「誤訳」とは何か
という問題も考察した意欲的な論文である。
和田オリガの「日本における伝統の継承、あるいは現代社会において古来の風習を失わないために
は?Jは、日本に長年在住しているパイリンガノレの研究者による、日露の生活の比較についての考察で
ある。筆者は、家庭における祭記の場所(仏壇、イコン)、民族衣装、宗教的行事等を対比し、現代日
本において伝統が継承されている理由の一端を、日本人の自意識や人間関係に求めて分析している。
鴻野の展覧会評は、 1970年代から 80年代にかけてソ連の非公認芸術グループで活躍し、現在もロシ
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ア現代美術の主要な作家として活動を続けるニキータ・アレクセーエフの連作における、日常と政治と
いう 2つの主題を論じたテクストである。
* * * 
本論集に収められた論文のうち、和田、大塚、浜崎による 3本は、比較文化的な研究である。とりわ
け、「他者に伝わる言葉Jとしての翻訳の問題を扱った大塚の論文は、翻訳は一つの言語から他の言語
への機械的置き換えではなく、一つ一つの言葉の多義性や背景についての幅広い知識と、世界の多様な
文化と社会の研究を基盤とした上で初めて可能となる困難かっ創造的な作業で、あることを示した論考
である。
翻訳は、マンガ、文学、映画などを翻訳する一部の人々の問題であるだけでなく、異なる言語、異な
る文化の人々とコミュニケーションをとる際に、私達誰もが直面する問題である。また、たとえ同じ言
語を話す人同士であっても、相手がどのような意味でその言葉を発しているかを真撃に理解しようとす
る姿勢は、翻訳という作業に通じている。翻訳研究、外国文化研究、文学研究、言語学、比較文化論的
研究という人文学の学びは、他者の言葉を理解し、他者に自分の言葉を伝えるという、人間のもっとも
根本的な営みを支えるものである。
一方、トプチェフ、浜崎、鴻野による 3本の論考は、政治と文化の関係を主題としている。学問、音
楽、美術、文化、そして人々の日常が、いかに政治の影響を受け、文化が国家との関係性をどのように
生き抜いてきたかを、麗史的事例、現代の事例から研究し提示することも、人文学の役割の一つで、ある。
* * * 
本論集を編集していた 2016年 1月、国立ロシア人文大学に千葉大学日本センター(千葉大学 IECオ
フィス)が開設された。ロシア人文大学は、 1991年、モスクワ歴史文書研究所を基盤に、故ユーリー・
アファナーシェフを初代学長として、ペレストロイカの機運のもとに学問の自由をめざして創設された
大学であるが、現在 3学部で計 80名以上の学生が日本語を学んでおり、日露両国の貴重な文化交流の
場ともなりつつある。
編者は 2000年前後の 3年間をロシア人文大学で過ごしたが、同大学の研究者達は、国家が学聞を厳
しく統制していたソ連で学び、その終鷲をようやく目の当たりにした経験をふまえて、学問の自由、思
考の自由、言論の自由がいかに大切で、あるかを、若い世代に熱く伝え続けていた。彼らは、他者との共
生、世界の平和の基盤となる多文化交流、自立した思考、人間の自由を支えるのは人文学であるという
自負心を抱いていた。
ささやかな本論集を、今は亡き、ロシア人文大学のナタン・タマノレチェンコ教授、サムソン・プロイ
トマン教授、ガリーナ・ベーラヤ教授に捧げて冥福を祈ると問時に、世界の人文学研究者と共にその遺
志を継いでいきたい。
C60pHHK rrOCBjlm;eH rraMjlTH rrpo中eccopaHaTaHa耳担問OBHQaTaMap可eHKO (1940・2011)，rrpo中eccopa
CaMcOHa HayMoBHQa Epo益TMaHa(1937-2005) H rrpoゆeccopara.JIHHbI AH.n;peeBHbI EeJIo益(1931-2004).
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